
 

鳥取牧場で元気な子牛が産まれています！ 

 

 

家畜改良センター鳥取牧場では、肉用牛（黒毛和種）の改良増殖業務を担っており、

種雄牛候補となる子牛を効率的に生産するために年 2 回の季節繁殖を行っています。

２月末から分娩シーズンに入り、元気な子牛が続々と産まれています。４月までに約

80頭の子牛が産まれる予定です。 

  今年は、積雪量も多く、寒い日が続いていますが、 

子牛たちは母牛や赤外線ヒーターで暖をとりつつ、 

元気に走り回っています。 

  子牛たちが、大病なく元気に成長できるよう、職員一丸となって飼養していきます。 

なお、家畜防疫の都合上、一般公開は行っておりませんので御理解御協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

  赤外線ヒーターで「ぬくぬく」！       母乳で「すくすく」成長中！ 

 

 


